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【はじめに】

先行研究では胸郭の形状に性差があることが報告されており、呼吸困難感の陛差に繋が

ると考えられている。また、姿勢の変化は呼吸時の胸郭運動に大きく影響する。体幹回旋

姿勢は日常生活でも多くとられる姿勢であるが、この姿勢が呼吸機能に及ぼす影響やその

性差については不明な点が多い。本研究は健常成人男女を対象とし、座位での安静姿勢と

体幹回旋姿勢中の呼吸変数の比較を行い、体幹回旋姿勢が呼吸に及ぼす影響とその性差を

明らかにすることを目的とした。
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【方法】

対象者は20名の健常若年者(男性9名、女性Ⅱ名、男女ともに22士1歳)であった。

呼吸器疾患や喫煙習慣がない者を対象とした。対象者には口頭および書面にて説明を行い、

書面で同意を得た。課題姿勢は座位での安静姿勢および30゜回旋姿勢とした。各姿勢でそ

れぞれ肺活量(VC)、吸気容量(1C)、一回換気量(VT)、予備呼気量(ERV)、予備吸気

量(1RV)、努力性肺活量(FVC)と口腔内圧測定による最大吸気内圧(plmax)、最大呼

気内圧(PEmax)の測定を行った。各測定は練習後に最低3回実施し、測定値の差がERS

およびATSのガイドラインによる範囲内にあることを確認した。各測定の間には休憩時間

を設け、疲労が蓄積しないよう配慮した。統計解析にはSPSS24.0 を用い、姿勢ど陛別に

対して反復測定二元配置分散分析を行った。事後検定として t検定後にボンフェローニの

修正を行った。
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【結果】

反復測定二元配置分散分析と事後検定の結果、FVC,FEVI.0, VC, ERV,plmax,PEmax

で陛別による有意な主効果がみられた。これらの指標値では、安静姿勢と回旋姿勢におい

て男性が女性よりも大きな値を示した。また、 FVC, FEVI.0, VC, ERV, plmax, PEmax

では,姿勢による有意な主効果がみられた。男女ともに回旋姿勢ではこれらの値が有意に

減少していた。さらに、 PEmaXにおいて性別と姿勢の間に有意な交互作用がみられた。回

旋姿勢によって女性よりも男性で値がより大きく減少していた。

【考察】

本研究の結果は、体幹回旋姿勢が呼吸指標値を低下させることを示した。体幹回旋姿勢
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は胸郭の運動を制限するため呼吸時の腹部の努力が増大する可能性がある。安静姿勢と比

較して呼吸時の胸部と腹部の寄与率に変化をおよぼすため呼吸困難感を引き起こしやすぃ

可能性がある。また、男性において回旋姿勢は呼気筋力をより低下させる可能性を示した。

この結果は、女性と比較して男性は呼吸時の腹部の寄与率が高いこと、強制呼気に関わる

外腹斜筋、内腹斜筋が体幹回旋によって呼吸筋としての働きが制限されたことによるもの

と考える。

本研究は、日常生活に多く含まれる体幹回旋姿勢が健常若年者の肺活量などの呼吸指標

値を低下させることを示した。さらに、呼吸筋力に対する影響に性差がある可能性を示唆

した。本研究の結果から、日常生活上の呼吸困難感を軽減するためには体幹回旋を姿勢と

ならないような環境設定が重要であると考える。今後の研究では、高齢者や呼吸器疾患患

者を対象として本研究との比較を行っていきたい。
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